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総務文教委員会報告 ●委員長　大塚 則男　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　平田 清吉・犬童 利夫・西 信八郎・本村 令斗

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　高瀬 堅一　　●副委員長　永山 芳宏
●委　員　塩見 寿子・井上 光浩・三倉 美千子・田中 哲

経済建設委員会報告 ●委員長　笹山 欣悟　　●副委員長　豊永 貞夫
●委　員　宮原 将志・福屋 法晴・村上 恵一・仲村 勝治

人吉市消防団員等公務災害補償条例の一部改正を承認
　消防団員が消火活動などの公務中に死亡、負傷、
障害の状態になった場合に、損害を補償するため基
礎となる補償基礎額における扶養親族の加算額を改
定するものなどです。
人吉市体育施設条例の一部改正を承認
　川上哲治記念球場の審判員控室や放送室などにお
ける冷暖房設備の利用に係る料金（エアコン使用料・
１時間につき 320 円）を定めるものなどです。
一般会計補正予算（第１号）を承認
〇予算の主なもの
・用地測量等委託料 162 万円
　新市庁舎建設における小永野第１雨水幹線水路の
水路付け替えに伴い、西間別館敷地内を通っている
別の水路の付け替えのための用地測量等委託料です。
・公共施設公用施設災害復旧費 4,195 万 9 千円
　平成 28 年熊本地震による庁舎機能移転に伴い旧本

庁舎に残っていた防災行政無線（親局）を西間別館
へ移設するための経費などです。
・人吉市ふるさと納税返礼品カタログ製作委託料
 206 万 9 千円
　ふるさと納税返礼品カタログ製作などに要する委
託料です。
〇継続費補正の追加
　市庁舎建設事業（建設工事管理業務委託・本体工事・
付帯工事・水路付け替え・西間別館改修等）の補正です。
　平成 29 年度から平成 32 年度までの４年間、総額
51 億 4,030 万円をそれぞれ年割額で定め全体的な事
業費を確実に把握し本体工事をはじめ、外構工事な
どの環境整備が複数年の工期となることから継続費
を設定するものです。
※継続費とは　数会計年度にわたる継続的支出につ
いて、その経費の総額及び年割額を定め、数年度
にわたって支出することができる経費。

一般会計補正予算　8,631万９千円増額を可決　（補正後の総額は166億6,909万３千円）
　平成 29 年６月定例会は、６月５日から６月 27 日までの 23 日間の日程で開催しました。
　平成 29 年度一般会計の補正予算は、歳入では国県支出金及び繰越金の増加、歳出では緊急性を勘案して、
補助事業及び単独事業が追加され、継続費では市庁舎建設事業で総額51億 4,430万円が追加補正されています。

《一般会計補正予算の歳出の主なもの》
農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 策 定 業 務 委 託 料 405 万円
公 営 住 宅 建 設 事 業 628 万 7千円
市庁舎機能災害復旧事業（防災行政無線等移設事業） 4,114 万円

《特別会計補正予算》
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 資本的収入 1,460 万円 増額し、総額 １億 4,780 万３千円

支出 1,420 万円 増額し、総額 ５億 　　9,318 万円

《人事案件》
○教育委員会委員に次の方を任命同意しました。
　尾方　　篤 氏

○農業委員会委員に次の方々を任命同意しました。
　大石　正廣 氏・福屋智香子 氏・迫田　幸乃 氏
　林　　主一 氏・島津　良邦 氏・上野　博司 氏
　中村　隆司 氏・大柿　章治 氏・永田　正輝 氏
　中嶽　修平 氏

曙橋補修工事請負契約 2億 4,300 万円で締結
　人吉市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、曙橋にお
ける損傷・劣化に対する補修工事における工事請負
契約の締結で、指名競争入札により契約金額を 2億
4,300 万円、契約の相手方をライト・味岡建設工事共
同企業体とするものです。
　工期が平成 30 年 9 月 28 日までと長く、工事期間
中は片側交互通行を行うため、担当課からは「議決
された場合は、警察と協議に入り、あとは地元をは
じめとした皆様にどう周知するか検討に入る。」との
説明がありました。
損害の賠償を承認
　人吉城跡公園内において樹木の枯れ枝が落下し女
児が負傷した事故に関し、相手の方と損害賠償の額
を決定し和解するものです。
　委員会において、「枯れ枝等の見落としがないよ
う委託管理会社との協議をしっかり行うように。」
との意見がありました。
一般会計補正予算　経済部関係に 789 万 9千円、建
設部関係に 995 万 4千円を計上
　経済部関係においては、農業振興地域整備計画策
定業務委託料、人吉市グリーンツーリズム推進協議
会補助金、人吉市受精卵移植推進協議会補助金、農
道整備工事費、石野公園警備委託に係る電話料の見
直しなどです。
　石野公園の電話料は、急に変動があったもので、担

当課から資料により説明がありましたが、説明不足の
ため暫時休憩し、改めて説明を受け承認しました。
　また、建設部関係においては、民間住宅耐震改修促
進事業における補助メニューの追加、社会資本整備総
合交付金事業下林北願成寺線改築工事及び電柱移設の
補償費、用地購入費、人吉球磨広域行政組合からの受
託事業の事業費確定に伴う精算金、平成30年度に実施
予定の一本杉団地の給水設備改修工事の設計委託料、
笹栗山団地1号棟及び一二三ヶ迫団地１・２・３号棟
の外壁改修工事の調査設計委託料です。
　委員会において、市道の用地購入費に関し、抵当
権が設定されている土地の購入について、担当課か
ら「抵当権付きではあっても、古い抵当権で一定の
要件に該当すれば購入は可能である。」との説明が
ありました。

補正予算の専決処分を承認
　平成 28 年度人吉市一般会計補正予算は、民生費の
増額で、平成 27 年度の児童扶養手当給付費国庫負担
金の確定に伴う精算金となっています。衛生費の増
額は、平成 27 年度の感染症予防事業費等国庫負担金
の確定に伴う精算金となっています。
条例改正の専決処分を承認
　「人吉市税条例の一部を改正する条例」は、個人所
得課税改革による配偶者控除・配偶者特別控除の見
直し、自動車税及び軽自動車税におけるグリーン化
特例の見直し、固定資産税等においては地域の中小
企業による設備投資の支援・居住用超高層建築物に
係る課税の見直し・固定資産税等の特例措置の創設
などによる改正です。「人吉市都市計画税条例の一部
を改正する条例」は、固定資産税に係る改正と合わ
せて改正したものです。いずれも地方税法及び航空
機燃料譲与税法の一部改正に伴うものです。「人吉市
国民健康保険税条例の一部を改正する条例」は、国
民健康保険税の軽減判定所得の変更により改正する
ものです。

条例改正を承認
　「人吉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例」は、上位法となる国の法律改正に伴い、支
給認定証の任意交付化を定めるものです。「人吉市行
政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条
例」は、国庫補助対象事業が終了となり個人番号を
使用しないことになったため、当該事業の削除を行
うものです。
平成 29年度一般会計補正予算を承認
　民生費81万６千円と衛生費140万５千円の増額は、
いずれも事務補助員と非常勤職員の雇用に係る経費
となっています。
市庁舎建設に伴う公共下水道事業費の承認
　一般会計からの委託を受けて実施される市庁舎建
設に伴う「小永野第一雨水幹線付け替え工事」に係
る補正で、用地測量・実施設計業務委託料の 900 万円、
公共下水道事業計画認可変更業務委託料の 500 万円
等の補正となっています。

東間地区農道改修工事

６ 月 定 例 会 報 告

全国市議会議長会表彰

　市議会議員として 10 年、市政の振興に努め
た功績が認められ、次の３名の議員が全国市議
会議長会表彰を受けられました。なお、６月定
例会で伝達式を行いました。

福屋　法晴 議員　　西　信八郎 議員
井上　光浩 議員　　　　　　　 　　

７月 25日に臨時会を開催しました
　教育委員会において不適正な事務処理が発生したため、監督者としての責任を果たすことを目的として、
市長及び教育長の給料月額を10％（平成 29年 8月支給分）減額する条例改正案が上程され、原案可決さ
れました。
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市 庁 舎 建 設 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　永山 芳宏　　●副委員長　高瀬 堅一
●委　員　塩見 寿子・犬童 利夫・西 信八郎・笹山 欣悟・村上 恵一・三倉 美千子・仲村 勝治

治 水・防 災 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　福屋 法晴　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　宮原 将志・大塚 則男・平田 清吉・井上 光浩・豊永 貞夫・本村 令斗・田中 哲

新庁舎建設に係る継続費に 51億 4,030 万円
　庁舎建設事業に係る継続費の設定について、市か
ら次のような説明がありました。
　本体工事を含む総事業費の積み上げは、一部未定
分と合わせ約 64 億円で、本体事業費は 45 億 2,800
万円になる。3月定例市議会における特別委員会時
の 42 億円（うち本体工事 35 億円）と比較すると 3
割から 5割の大幅な増となった。その要因は「免震
構造の採用」「資材費・労務単価の高騰」「消費税
10％」などが大きな要因である。
　6月定例市議会において、平成 29 年度から平成 32
年度の 5 年間を設定期間とした継続費を上程する。
継続費設定に関する基本的な考え方は、平成 28 年度・
平成 29 年度完了予定分を除くものを継続費として積
み上げ、総事業費を 51 億 4,030 万円とする。
　一部未試算の工事等もあることから、総事業費は
増加になる。継続費の変更は補正予算時に随時行う

ものとし、継続費に計上された工事費は逓
て い じ

次繰越で
対応するため、仮に、当該年度において完了しない
場合でも、明許繰越の予算手続きは不要となる。
　将来の元利償還については、平成 35 年度から平成
40 年度までが起債償還のピークであり、交付税算入
を除く純粋な一般財源の持ち出しは約 7 億 5,200 万
円であり、この償還財源として庁舎建設基金約 6億
8,000 万円を充てることができる。
新庁舎の主構造は鉄筋コンクリート造(RC造）を採用
　主構造の選定について、市から、鉄骨造、鉄筋コ
ンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、在来木造、
特殊木造の５つの工法を比較し、防災面、コスト面
など様々な点から総合的に判断した結果、鉄筋コン
クリート造を採用したいとの説明がありました。慎
重審査の結果、全員異議なく承認決定しました。また、
内装材等の付属工作物には、人吉の木材を活用した
木造を検討するとのことです。
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て
い
る
。
参
加
の
強
制
は
す
べ

き
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

強
制
は
で
き
な
い
が
、
趣
旨
を
理

解
さ
れ
、
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　第10回治水・防災に関する特別委員会を、平成29
年６月６日に開催いたしました。今回は、御溝川二
次放水路の今後の計画について協議を行いました。
審査にあたり熊本県県南広域本部球磨地域振興局土
木部長や市の執行部等の参加のもと、現地視察を行
いました。その後、帰庁し、御溝川二次放水路計画
について、「①現状と課題及び経緯について」、
「②二次放水路計画の概要について」、「③今後の
予定について」の３点について球磨地域振興局より
詳しく説明をいただきました。
　まず「現状と課題及び経緯について」ですが、現
状として、農免道路より上流は農地、下流は住宅地
であり、また、中心市街地を貫いて流れ、２つの支
流が合流している。現実に住宅地での浸水被害が頻
繁に発生しているという状況であり、平成３年に一
次放水路が整備されています。課題としては、流下
能力が不足している状況で、住宅地が張り付き、大

幅な河道拡幅ができないため、いまだ浸水被害が頻
発している状況等があることです。２点目の「二次
放水路の計画の概要について」ですが、御溝川と山
江川が合流する地点で、洪水時に二次放水路へ分水
し万江川へ放水する計画です。総延長は約1,300ｍ
で普段は水を流さない計画であり護岸の高さが3.8
ｍ、幅が上幅で7.4ｍ　底幅で3.6ｍ、また管理道路と
して、右岸に３ｍ、左岸に１ｍを確保されるとのこ
とでした。今後の予定として、平成28年３月で用地
測量が完了しており、今後は用地交渉や工事に着手
する前に工事説明会を開催していきたいとのことで
した。護岸構造は、早く水を流すためにも管理がし
やすいコンクリートでの三方張で行い、万江川への
放水方法として、水門による管理を行う計画である
とのことでした。次回審議事項については、委員か
らの意見をもとに協議を行い決定することにしまし
た。

一
質般
問

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
６

月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
11
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、

幅
広
く
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
要
旨
を
各
議
員
が
報
告
し

ま
す
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
く
ま
川
下
り
の

経
営
に
つ
い
て

災
害
対
策
支
部
運
営
、

再
任
用
制
度
に
つ
い
て

破
堤
し
に
く
い
堤
防
の

建
設
を

問問

問

問問問

問

答答

答

答答答

答

大塚　則男

平田　清吉

本村　令斗
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一 一

質 質
般 般

問 問

　
　

今
議
会
に
約
51
億
円
の
継
続
費
設

定
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

し
っ
か
り
と
し
た
財
政
計
画
を
立
て
、

市
政
運
営
を
慎
重
に
し
な
い
と
影
響

を
与
え
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
起
債

を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
50
億

円
以
上
も
の
起
債
を
抱
え
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
影
響
が
な

い
と
は
ゆ
め
ゆ
め
思
っ
て
い
な
い
。

50
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
相
対
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
今

後
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
計
画
を
立

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特

に
財
政
面
で
、
次
の
世
代
に
負
担
を

残
さ
な
い
と
い
う
私
の
思
い
が
、翻
っ

て
関
係
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
に

よ
っ
て
、
次
の
世
代
、
次
の
次
の
世

代
の
財
産
と
な
る
よ
う
な
新
市
庁
舎

の
実
現
に
全
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

　
　

最
近
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光

客
で
、
本
市
の
宿
泊
者
の
状
況
と
分

析
、八
代
港
に
入
港
し
て
い
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
影
響
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
外
国
人
宿
泊
数
は
年
々
増

加
で
、
28
年
は
７
，
６
０
０
人
の
見

込
み
。
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
の
観
光
客

は
観
光
地
見
学
が
主
で
宿
泊
は
な
い
。

　
　

ク
ル
ー
ズ
船
入
港
か
ら
出
航
ま
で

の
滞
在
時
間
が
約
10
時
間
と
長
い
。

球
磨
川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

体
験
型
観
光
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　

関
係
機
関
、
団
体
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
　

人
吉
城
跡
周
辺
へ
の
お
土
産
販
売

店
の
誘
致
は
で
き
な
い
か
。

　
　

史
跡
区
域
外
に
市
有
地
は
な
い
の

で
難
し
い
が
、
旧
庁
舎
跡
地
利
用
と

あ
わ
せ
て
基
本
整
備
計
画
の
中
で
、

関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

災
害
対
策
川
北
支
部
の
範
囲
は
人

口
密
集
地
で
あ
り
、
都
市
下
水
路
の

水
路
が
あ
る
。
供
用
開
始
か
ら
40
年

経
過
し
て
い
る
。
暗
渠
等
の
安
全
対

策
、
危
険
箇
所
の
調
査
は
。

　
　

安
全
対
策
と
し
て
は
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、
立
ち
入
り
防
護
柵
等
に
よ

り
人
が
容
易
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
構
造
に
し
て
い
る
。
暗
渠
部
分
は

修
繕
が
必
要
な
異
常
が
発
生
し
た
こ

と
は
な
い
。
平
成
27
年
の
下
水
道
法

の
改
正
に
基
づ
き
、
施
設
の
設
置
及

び
維
持
に
関
す
る
目
標
の
設
定
や
、

点
検
箇
所
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
作

業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
都

市
下
水
路
に
つ
い
て
も
、
老
朽
化

に
対
応
し
た
点
検
等
を
計
画
的
に
進

め
、
必
要
な
改
修
を
行
っ
て
い
く
。

※
市
道
下
新
町
北
泉
田
線
の
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
も
質
し
た
。

　
　

使
用
可
能
な
空
き
家
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　

空
き
家
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
等
に
伴
い
、
今

後
も
引
き
続
き
増
加
し
て
い
く
も
の

と
予
想
さ
れ
、
地
域
の
生
活
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
使
用
可
能
な
空
き
家
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
創
設
・
運
用
を
基
軸
に
考
え
、
空

き
家
対
策
を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に

講
じ
る
た
め
に
、
空
き
家
等
の
実

態
調
査
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図

り
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
等
に
つ

な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
種
紙
媒
体
等
を
利
用
し
た
移

住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
た
情
報
発

信
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
市
民

と
都
市
住
民
の
交
流
拡
大
や
移
住
・

定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

図
る
。

　
　

滝
へ
降
り
る
階
段
の
入
り
口
手
前

付
近
の
杉
林
を
伐
採
で
き
な
い
か
。

道
路
上
か
ら
も
滝
が
見
え
る
よ
う
に

な
る
し
、
カ
エ
デ
や
モ
ミ
ジ
、
あ
る

い
は
桜
を
植
樹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
景
勝
地
と
し
て
魅
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

滝
周
辺
は
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、景
観
整
備
な
ど
も
含
め
て
、

伐
採
が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

地
域
内
の
他
の
観
光
資
源
で
あ
る

紅
取
山
な
ど
と
の
連
携
も
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

美
し
い
里
山
の
光
景
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
は
、
大
変
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
う
。
ま
た
、
周
辺

観
光
地
と
の
連
携
も
考
え
る
と
魅
力

あ
る
観
光
ル
ー
ト
に
な
り
得
る
。
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

市
長
に
就
任
し
２
年
間
が
経
過
し

た
が
、
松
岡
カ
ラ
ー
が
出
て
お
ら
ず

物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
。
残
任

期
間
の
構
想
や
取
り
組
み
は
。

　
　

市
民
が
20
年
後
、
30
年
後
の
ま
ち

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。
ま
た
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
は

数
多
く
あ
る
が
、「
人
吉
発
の
全
国

区
企
業
を
育
て
る
こ
と
」、「
オ
ー
ル

人
吉
球
磨
で
海
外
に
通
用
す
る
質
の

高
い
観
光
地
に
す
る
こ
と
」、「
健
康

寿
命
日
本
一
の
実
現
」
の
３
つ
を
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
。

　
　

市
民
に
今
後
の
構
想
や
市
長
の
思

い
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

　
　

今
年
は
多
く
の
市
民
が
集
い
将
来

の
人
吉
を
考
え
、
語
り
合
う
場
を
設

け
、
政
策
立
案
に
つ
い
て
も
政
策
研

究
所
の
よ
う
な
も
の
も
つ
く
り
た

い
。

　
　

人
吉
駅
に
発
着
す
る
観
光
列
車

を
、
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
売
り
込

む
か
。

　
　

Ｓ
Ｌ
人
吉
、
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん

ぺ
い
、
か
わ
せ
み 

や
ま
せ
み
、
田
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
４
本
が
運
行
し
て

お
り
、
全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い
。

活
用
策
と
し
て
、
今
ま
で
Ｓ
Ｌ
人
吉

に
特
化
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
か

わ
せ
み 

や
ま
せ
み
運
行
開
始
後
に
刷

新
し
、
４
本
の
観
光
ル
ー
ト
な
ど
を

紹
介
し
た
「
鉄
道
楽
」
を
制
作
し
た
。

今
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観
光
客
に
よ
る

口
コ
ミ
な
ど
で
観
光
列
車
の
ま
ち
人

吉
を
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
人
吉
が
通
過
都
市
と
な
っ
て
い

る
観
光
客
も
い
る
の
で
、
人
吉
駅
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
観
光
周
遊
コ
ー
ス

を
提
案
し
、
観
光
列
車
プ
ラ
ス
人
吉

の
ま
ち
周
遊
を
売
り
込
み
、
観
光
客

増
加
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

水
道
料
金
の
10
％
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
、
料
金
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
　

使
用
水
量
が
20
㎥
の
標
準
世
帯
で
、

現
行
２
，
３
８
６
円
の
水
道
料
金
が

２
，
６
３
５
円
に
な
る
。
下
水
道
使

用
料
と
合
わ
せ
る
と
、
６
，
１
６
６

円
が
６
，
４
１
５
円
に
な
る
。

　
　

値
上
げ
は
今
回
だ
け
で
な
く
５
年

後
に
も
８
％
、
10
年
後
に
も
８
％
上

が
る
。
企
業
債
を
増
額
し
値
上
げ
を

避
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

企
業
債
の
未
償
還
残
高
は

11
億
８
４
６
万
円
。
毎
年
４
千
万
円

を
借
り
な
が
ら
、
約
８
千
万
円
を
返

し
て
い
る
状
況
。
企
業
債
の
発
行
を

増
や
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

審
議
会
に
は
企
業
債
を
増
額
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
示
し
た
か
。

　
　

示
し
て
い
な
い
。
毎
年
の
企
業
債

額
は
４
千
万
円
と
固
定
し
て
い
る
。

市
庁
舎
建
設
に
係
る

継
続
費
に
つ
い
て

市
内
で
の
外
国
人
観
光
客

の
状
況
に
つ
い
て

都
市
下
水
路
暗
渠
の

安
全
確
保
は

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

鹿
目
の
滝
周
辺
の
整
備

に
つ
い
て

観
光
関
係
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て

松
岡
市
政
の
残
任
期
間
の

構
想
は
？

問問問 問

問問

問

問問

問 問

問問問

答答答 答

答答

答

答答

答 答

答答答

笹山　欣悟豊永　貞夫

仲村　勝治西　信八郎

宮﨑　　保村上　恵一

塩見　寿子宮原　将志
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政務活動費とは・・・議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認められ
　　　　　　　　　　ているものです。

氏　　名 収　入
支　　　　出

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳
情活動費 会議費

資　料
作成費

資　料
購入費 人件費 事務所費 合　計

塩見　寿子 240,000 68,434 122,639 21,436 0 0 0 0 14,310 0 150,000 376,819 

宮原　将志 240,000 164,863 52,377 77,440 0 0 0 0 4,903 0 0 299,583 

高瀬　堅一 240,000 101,986 0 1,840 0 0 0 0 19,440 0 0 123,266 

大塚　則男 240,000 101,985 72,340 1,840 0 0 0 0 0 0 0 176,165 

宮﨑　　保 240,000 68,434 23,510 120,755 0 0 0 0 22,800 0 0 235,499 

平田　清吉 240,000 107,464 185,263 1,840 0 0 0 0 10,800 0 0 305,367 

犬童　利夫 240,000 101,985 133,890 1,840 0 0 0 0 0 0 0 237,715 

井上　光浩 240,000 101,985 0 1,840 0 0 0 0 0 0 0 103,825 

豊永　貞夫 240,000 68,433 121,835 6,630 0 0 0 3,872 11,210 0 0 211,980 

西　信八郎 240,000 77,027 70,525 1,840 0 0 0 0 123,236 0 0 272,628 

本村　令斗 240,000 68,433 24,240 21,436 0 0 0 0 27,359 0 150,000 291,468 

笹山　欣悟 240,000 68,433 182,189 1,840 0 0 0 0 4,100 0 0 256,562 

福屋　法晴 240,000 77,025 193,524 1,840 0 0 0 0 12,960 0 0 285,349 

村上　恵一 240,000 101,985 51,150 9,690 0 0 0 0 0 0 40,000 202,825 

永山　芳宏 240,000 105,464 0 1,840 0 0 0 0 0 0 0 107,304 

三倉美千子 240,000 0 0 1,840 0 0 0 0 2,592 0 0 4,432 

仲村　勝治 240,000 0 246,766 1,840 0 0 0 0 0 0 248,606 

田中　　哲 240,000 77,026 191,324 1,840 0 0 0 0 0 0 0 270,190 

合　 計 4,320,000 1,460,962 1,671,572 279,467 0 0 0 3,872 253,710 0 340,000 4,009,583 

注）・政務活動費の交付額は月額 2万円。
　　・収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することとなっています。
　　・支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残余を全
　　　額返還しなければなりません。

平成 29年 6月定例会の議案等の議決結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議 第 34 号 専決処分の承認を求めることについて（平成 28 年度　人吉市一般会計補正予算（第 11 号）） 原案承認
議 第 35 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 36 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 37 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 38 号 平成 29 年度　人吉市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 39 号 平成 29 年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 40 号 平成 29 年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 41 号 人吉市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 42 号 人吉市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議 第 43 号 人吉市公民館条例及び人吉市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 44 号 人吉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決

議 第 45 号 人吉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 46 号 工事請負契約の締結について 原案可決
議 第 47 号

～

議 第 49 号
損害の賠償について 原案可決

議 第 50 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 選任同意
議 第 51 号

～

議 第 60 号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 選任同意

平成 28年度政務活動費収支報告書

平成 29年７月臨時会の議案等の議決結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議 第 61 号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議員別表決 「表決が割れた」議案とその議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。（○は賛成、●は反対）

議
案
番
号

議 員 氏 名

議 案

塩
見　

寿
子

宮
原　

将
志

高
瀬　

堅
一

大
塚　

則
男

宮
﨑　
　

保

平
田　

清
吉

犬
童　

利
夫

井
上　

光
浩

豊
永　

貞
夫

西　

信
八
郎

本
村　

令
斗

笹
山　

欣
悟

福
屋　

法
晴

村
上　

恵
一

永
山　

芳
宏

三
倉
美
千
子

仲
村　

勝
治

田
中　
　

哲

議 第
38 号

平成29年度人吉市一般
会計補正予算（第１号）● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長職の
ため表決
には参加
しない

編
集
後
記

地
震
、
豪
雨
、
台
風
等
に
よ

り
、
全
国
各
地
で
未
曾
有
の
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
市

も
、
日
頃
か
ら
危
機
感
を
持
っ

て
、
十
分
な
災
害
対
策
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
折
、
新
市
庁
舎

建
設
基
本
計
画
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
新
市
庁
舎
は
災
害
拠
点

施
設
と
し
て
の
目
的
も
あ
り
、

今
後
、
こ
の
点
に
も
十
分
配
慮

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ま
た
、

健
全
な
財
政
出
資
を
堅
持
し
、

堅
牢
で
高
度
な
機
能
性
を
有

し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
早

期
完
成
に
向
け
一
層
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
来
行
政
の
役
割
は
、
各

種
問
題
点
の
解
消
に
加
え
、

市
民
の
暮
ら
し
の
向
上
、
福

祉
・
教
育
等
の
充
実
、
農
業
、

商
工
業
、
観
光
等
の
発
展
の

た
め
の
推
進
に
あ
り
ま
す
。

一
日
の
停
滞
も
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
一
層
の
奮
起

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
議
会
は
、
誠
心
誠
意
、
市

民
の
皆
様
の
た
め
頑
張
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
叱
咤
、
激
励
、

御
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。（

文
責
：
高
瀬　

堅
一
）

　去る７月18日に、画家の段村一美様から絵画２点の
寄贈を受けました。
　寄贈していただきました絵画は「上高地」と「人
吉ノ朝」で、カルチャーパレス仮本庁舎２階の
議長室に掲示しています。

　南九州中部市議会議長会は小林市、えびの市、
伊佐市、人吉市の４市議会議長で構成され、毎年
全議員を対象とした研修会を行っています。今年
は７月７日に伊佐市で開催され、「小さな町がつ
くる早期療育システム～伊佐市の子育て支援と療
育」と題し講演が行われました。
　講演後には５件の決議を採択しました。今回は、
平成28年に発災しました熊本地震に伴い本市提
案の「行政庁舎等の防災機能充実強化に向けた地
方債制度のさらなる充実を求める決議」が盛り込
まれました。
　なお、採択した決議は、８月17日、18日に南
九州中部市議会議長会で、関係省庁や地元選出国
会議員へ要望活動を行う予定です。

画家　段村一美様から絵画を
　　　　寄贈していただきました

南九州中部市議会議長会
　　議員研修会が開催されました
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人吉市議会では、さらに「開かれた議会」「市民に親しまれる身近な議会」となる
ように取り組みを進めています。今回、人吉市議会「市民と議会の意見交換会」実施
要綱を定め、各種団体との意見交換会を始めました。市民の方がメンバーとなってい
る団体（町内会、教育・文化関係、福祉関係、商工関係の団体など）ならどなたでも
大歓迎です。ぜひお申し込みください。

問い合わせ先 /人吉市議会事務局問い合わせ先 /人吉市議会事務局
TEL ０９６６－２２－５３８１　FAX ０９６６－２３－２０００TEL ０９６６－２２－５３８１　FAX ０９６６－２３－２０００
Eメール：gikai@hitoyoshi.kumamoto.jpE メール：gikai@hitoyoshi.kumamoto.jp

１　内容
意見交換のテーマを決めて申し込んでください。

２　開催時間及び人数
開催時間は２時間程度、参加人数は１０人程度でお願いします。

３　開催場所
開催場所は、申し込まれる団体で確保してください。

４　参加する議員
原則として、参加する議員はテーマに関連する委員会に所属する議員です。
（総務文教委員会、厚生委員会、経済建設委員会の３つがあり、それぞれ６人で構
成されています。）

５　申し込み方法
申し込み用紙に必要事項を記入の上、開催希望日の１か月前までに議会事務局へご
提出ください。なお、ファックス、メールでも受け付けます。（申し込み用紙はホー
ムページからダウンロードまたは議会事務局に用意しています。）

６　実施時期
議会の会期中を除いて、随時開催します。

７　その他
実施時期、テーマによっては相談させていただく場合があります。
幅広く意見交換を行うため、同一の団体からの申し込みは半年に１回とさせていた
だきます。
意見交換会の結果は、個人が特定されないような形で公表します。

【議会報編集委員会】　委員長／田中  哲　　副委員長／仲村  勝治
委　員／高瀬  堅一・大塚  則男・豊永  貞夫・本村  令斗・笹山  欣悟・永山  芳宏

次の定例会は
　　９月の予定です

議員と一緒に自由に　　　　議員と一緒に自由に　　　　
　　話し合ってみませんか？　　話し合ってみませんか？

人吉市議会　意見交換会 検索




